
アートマイルプロジェクト評価シート 

■基本情報について教えてください。 

学校名［  寝屋川市立友呂岐中学校 ］  担当教諭［  細田 英美  ］ 

児童生徒の学年・参加人数（複数学年であれば学年別に）：［ ６年 １３名］［  年   名］［  年   名］ 

実施期間：  １９年  ９月 ～  １９年  １２月 

交流：無・有（国名[ インドネシア  ] 学校名[SMA Labschool Jakarta] 学年[ ]  

担当教諭[  Ms. Ira Fasa  ]） 

教科 単元名 時数 

クラブ   

   

実施教科・時数 

（関連させたものをすべて） 

   

 

■作品について教えてください。 

題（テーマ） 
互いの文化を知り、互いの違いを認め合い、お互いを理解しあう 

 

絵に込めたメッセージ 互いの文化を知ることにより、お互いの違いを知り、認め合い、よりお互い 

 

■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活動内容 児童生徒の反応 実施教科

導入 

９月 インドネシアについてインターネッ

ト等を使って調べる。 

インドネシアのことを知らない生徒も多く

外国のこと交流することに意欲的だった。 

 

ク ラ ブ 活

動 

情報 

収集 

10月 BBS やＴＶ会議などを通じて、自己

紹介を行う。（実行できず） 

自己紹介の為に、相手への質問を考えたり、

自分の事を紹介する文章を英語に書き換え

るなど、興味深く作業を進めていた。 

ク ラ ブ 活

動 

テーマ

検討 

11月 ＢＢＳで、インドネシアの文化のこと

を教えてもらう。また、自分たちの文

化について知らせる。 

下書き、絵を塗る。 

BBS の返事や書き込みに、英語に訳すのが

大変ながらも、英語の先生の協力を得て、楽

しんで返事を書いていた。 

数人で絵を描くのが始めてだったので、手間

取っていたが、楽しく作業をしていた。 

ク ラ ブ 活

動 

制作 
12月 

１月 

絵を塗る 

完成した絵を送付 

完成した絵に以外に満足感や達成感を持っ

ていて、相手の絵を楽しみにしていた。 

ク ラ ブ 活

動 

交流 

3 月 

 

TA 会議による交流 

 

興味深く、積極的に質問をしたりして、会話

を楽しんでいた。 

ク ラ ブ 活

動 

鑑賞 

４月 相手の学校の絵が完成し、鑑賞する。 絵が完成して戻って来たので、入学式や始業

式で展示をした。完成した絵を見て、相手の

絵に感動していた。 

 

ク ラ ブ 活

動 

■学習目標と成果はどうでしょうか？（順位は重視したものから順に１～５まで記入してください。順位のつかな

いものも記入してください） 



（５：とても身についた ４：身についた ３：どちらともいえない ２：あまり身につかなかった １：まったく関連がなかった） 

順位 つけたい力・指導目標 先生の手応え そう感じた場面・理由 

 コミュニケーション・スキル ５・４・③・２・１ BBS や TV 会議など積極的であった 

４ 
情報活用能力（収集・発信） ５・④・３・２・１

インターネットなどで積極的に自分自身で探

すことが出来た。 

１ 人間関係をつくる（交流相手・学級内） ５・④・３・２・１ クラブ内での人間関係ができた。 

３ 
協同作業をする力（役割・段取り） ５・④・３・２・１

計画を立てることで、自分で動くことも多くな

った。 

２ 
異文化の理解 ⑤・４・３・２・１

いろいろな文化があることを知ることにつな

がった。 

５ 自文化の理解・自分を見つめる ⑤・４・３・２・１ 自分の国の文化や習慣を見直せた。 

 
表現力 ５・４・③・２・１

絵画での表現力的には広がりが出来たが、語学

的には時間が少ないと思われる。 

 学習を追究する意欲 

 
５・４・③・２・１

興味や関心は強く、驚きもあった。 

 その他（具体的に記入） 

 
５・４・３・２・１

 

 

■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成果 課題 

・ クラブ活動に今までと違った要素が入って来たの

で、新鮮で良かった。 

・ 国際交流的な要素が入り、生徒の刺激になった。又

国際理解や異文化理解などに、生徒に身近な活動が

出来た。 

・ 共同制作が出来て、クラブ内での人間関係もより和

やかに協力的な関係が作れた。 

 

 

 

 

 

・相手の国との交流で、予定していた学校との交流が出

来なかったり、指導者同士の交流や打ち合わせなどに

も時間がかり、こちらの予定に間に合わなかったこと

が多かった。 

・ＴＶ会議での映像や音声など、不具合も多く、インタ

ーネットの環境の良し悪しの影響が大きい。 

・インターネットの便利さはあるが、他にも交流や情報

交換の方法を模索すべきかも知れない。 

・本校では美術部だけの関わりで、プロジェクトを進め

てきたが、絵や TV 会議ついてはこれくらいの人数が

丁度よかったが、BBS のメールでの交流などは、英語

科の協力を得て、もっと多数での交流にすればよかっ

た。 

 

■その他ご感想・アートマイルプロジェクトへの要望などありましたらどうぞ。 

引き続き今年度も続けていきたいと要望しています。ただせっかく TV 会議で直接交流できるので、インターネ

ット環境などを事前に調べて頂き、出来るだけ整った環境の学校との交流を希望したい。た「だ異文化交流」との

絡みを考えると、難しい所ですが・・・ 

今回は初めての試みで、戸惑うことやご迷惑をかけて島しましたが、生徒にとっても指導者である私にとっても

貴重な体験が出来て良かったと思っています。ありがとうございました。 

 

 


